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安
心
し
て
車
い
す
に
乗
っ
て

車
い
す
出
張
無
料
点
検

7
20

　

有
限
会
社
朝
倉
自
動
車
油
圧
な
ど

55
社
で
構
成
さ
れ
る
札
幌
自
動
車
整

備
振
興
会
南
空
知
支
部
が
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
車
い

す
出
張
無
料
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
振
興
会
の
自
動
車
整
備

士
が
、
安
心
し
て
車
い
す
に
乗
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
に

続
き
実
施
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸

出
用
お
よ
び
町
内
公
共
施
設
で
使
用

し
て
い
る
車
い
す
23
台
の
点
検
を
行

い
、
空
気
を
入
れ
、
ゆ
る
ん
だ
ネ
ジ

を
元
通
り
に
す
る
修
理
も
行
い
ま
し

た
。
三
好
信
之
支
部
長
は
「
こ
の
点

検
結
果
を
修
理
の
参
考
に
し
て
ほ
し

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
特
別
企
画
「
電
気
の
仕
組

み
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
が
い
き
い
き

交
流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
つ
ぎ

た
て
５
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催

事
業
で
、
当
日
は
児
童
と
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
約
30
人
が
参
加
。
子
ど
も
た

ち
は
北
海
道
電
力
株
式
会
社
栗
山
営

業
所
の
社
員
か
ら
発
電
の
仕
組
み
の

説
明
を
受
け
た
後
、
手
回
し
発
電
機

の
工
作
や
高
所
作
業
車
の
乗
車
体
験

を
す
る
な
ど
、
電
気
の
仕
組
み
な
ど

を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。
丸
山

士し
ど
う道
く
ん
（
９
歳
）
は
「
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 電

気
の
仕
組
み
楽
し
く
学
ぶ

夏
休
み
特
別
企
画

8
 4

　

町
主
催
に
よ
る「
戦
没
者
追
悼
式
」

が
、
角
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
遺
族

や
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
参
列
。
幾

多
の
戦
禍
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
町

出
身
の
戦
没
者
４
１
１
人
の
御み

た
ま霊

に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。黙
と
う
の
後
、

佐
々
木
学
副
町
長
は
式
辞
で
「
尊
い

生
命
が
犠
牲
と
な
る
戦
争
を
再
び
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
次
の
世

代
に
正
し
く
語
り
継
ぐ
大
き
な
使
命

を
持
つ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
で
あ
り

続
け
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
戦

没
者
の
冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
り
ま
し
た
。

恒
久
平
和
を
誓
う

戦
没
者
追
悼
式

8
20

地
域
の
環
境
教
育
を
応
援

コ
カ・コ
ー
ラ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

8
 20

　

雨
煙
別
小
学
校  

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
で
「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
環
境
教
育
・
保
全
活
動

の
促
進
を
目
的
に
開
催
。
環
境
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
学
校
や
団
体
を
表

彰
す
る
「
第
24
回
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環

境
教
育
賞
」
の
最
終
選
考
会
で
は
、

全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
81
団
体
か

ら
選
出
さ
れ
た
15
団
体
が
日
ご
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
な
ど
を
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
発
表
。
審
査
の

結
果
、 

最
優
秀
賞
に
は
草
津
市
立
渋

川
小
学
校
、
岩
手
県
立
遠
野
緑
峰
高

校
草
花
研
究
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

で
選
ば
れ
ま
し
た
。

３
大
会
の
優
勝
を
報
告

栗
山
ロ
ッ
キ
ー
ズ

8
 7

　

札
幌
市
な
ど
で
行
わ
れ
た
「
第
46

回
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会
」と「
第

44
回
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
旗
争
奪
少
年
野

球
春
季
大
会
」、「
第
15
回Dream

 
Cup in Hokkaido

」
の
３
大
会
で

見
事
優
勝
し
た
栗
山
ロ
ッ
キ
ー
ズ
の

選
手
15
人
が
、
南
條
宏
教
育
長
を
報

告
の
た
め
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
栗

山
ロ
ッ
キ
ー
ズ
は
持
ち
味
の
打
力
を

生
か
し
、
全
道
各
地
か
ら
予
選
を
勝

ち
上
が
っ
た
26
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
た

第
46
回
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会
で

は
創
部
以
来
初
優
勝
。
キ
ャ
プ
テ
ン

の
櫻
井
耕
作
さ
ん
（
12
歳
）
は
「
優

勝
は
も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
試
合
を
す

る
チ
ー
ム
や
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ

レ
ー
す
る
な
ど
、
普
段
経
験
で
き
な

い
こ
と
も
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
、
南
條
教
育
長
は
「
優

勝
お
め
で
と
う
。
監
督
・
コ
ー
チ
を

は
じ
め
、
保
護
者
の
方
々
へ
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
で
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手
を

激
励
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
に
伴
う
寄
付
の
お
礼

　

こ
の
度
、
８
月
13
日
㈰
か
ら
17
日

㈭
ま
で
の
期
間
、
兵
庫
県
淡
路
島
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回
都
市
対
抗

少
年
野
球
淡
路
島
大
会
」
出
場
に
際

し
ま
し
て
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
皆
さ
ん
へ
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

栗山町 検索

恒
久
平
和
を
祈
る

中
国
人
殉
難
者
供
養
会

8
  7

　

中
国
人
殉
難
者
供
養
会
が
日
出
の

二
岐
共
同
墓
地
で
行
わ
れ
、 

関
係
者

約
30
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
末
期
に
角
田
炭
鉱
で
の
厳

し
い
労
働
に
よ
っ
て
尊
い
命
を
失
っ

た
中
国
人
の
方
々
の
霊
を
追
悼
し
よ

う
と
、
昭
和
47
年
か
ら
行
わ
れ
、
今

年
で
45
回
目
。
中
国
人
殉
難
者
供
養

会
実
行
委
員
長
の
椿
原
紀
昭
町
長
は

「
戦
争
と
い
う
、
深
い
悲
し
み
の
歴

史
を
再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
戦

争
体
験
を
知
ら
な
い
、 

新
し
い
世
代

の
方
々
に
語
り
継
ぎ
な
が
ら
、
決
意

を
新
た
に
、恒
久
平
和
を
誓
い
ま
す
」

と
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
、 

参
列
者
全

員
で
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
を

貸
出
用
備
品
を
整
備

8
17

　

栗
山
町
内
連
合
会
で
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を
受

け
、
町
内
会
な
ど
で
行
わ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
へ
の
貸
出
用
備
品
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
・
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
貸
し
出
し
に
つ
い

て
は
、栗
山
町
内
連
合
会
事
務
局（
町

経
営
企
画
課
☎
�
７
５
０
２
）
で
随

時
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。



匠農 ま
つ
り

業祭

盆踊り
夏を彩る盆踊りが町内 3 カ所で行

われました。各会場とも華やか
な浴衣姿の子どもたちや映画のキャ
ラクターに仮装した人などで大にぎ
わい。参加者はやぐらを囲み、威勢の
良い太鼓の音色に合わせて踊り、夏
の夜のひとときを楽しんでいました。

今年で 11 回目となる「2017 匠ま
つり」が 8 月 5 日、商店街イベ

ント広場で開かれました。木のぬくも
りや、モノ作りの楽しさを子どもた
ちに伝えたいと「くりやまの匠たち」
が主催。開場前から 130 人ほどが並び、
町内外だけでなく愛媛県や千葉県な
ど道外からの参加も含め 1600 人を超
える親子連れが集まりました。会場で
は、丸太切り大会などのステージイベ
ントのほか、本立てやいすなどいろい
ろな「とんかちキット」を販売。購入
した親子連れなどは匠の手ほどきを
受けながら、金づちやくぎなどを使っ
て楽しそうに組み立てていました。

今年で 3 回目となる JA そらち南
の「農業祭」が 8 月 5 日、JA そ

らち南倉庫・駐車場で開かれました。
町民や JA 組合員への感謝とお礼、地
域への恩返しとして開催。会場では、
ジャガイモ・玉ネギの詰め放題や子
ども縁日、ステージイベントでは町
内南学田出身の歌手「栗山のぞみ」
さんの歌謡ショーやお笑いタレント

「NO モーション」の物まねショーな
どが行われ、2000 人を超える来場者
でにぎわいました。


